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プラン ト治療 を行 う際に骨増大術が必要な症例が
多い。とりわけ,垂直的骨増大術が必要になる場
合が多い ものの,骨 増大の機序は明 らかではなく,
安全性および実用性の面か らは効率的な骨増大術
の確立が望 まれ る。本発表では,第 一報 として,
ラッ ト頭蓋冠上にチタンキャップを設置 して垂直
的骨増大術 の実験 モデル を構築す るとともに,
種々の内面処理を施 したチタンキャップが骨増大
に及ぼす効果 について報告する。
【方法 と材料】8週 令のオスのラッ トを16匹使





塩水 で10倍希 釈 した溶液 を適量腹腔 内(50mg/




弁 を作製 した。注水下で骨 に歯科用 トレフィン
バ ー(φ5mm)にて 硬膜 直 上 まで 穿孔 を行 い,
フィッシャーバ ーにてキャップが安定するように
溝を形成する。その後,骨 膜と皮膚 を別々に縫合
した。2ヵ 月後にラットを安楽死 させて標本 を作
製 し,H・E染 色を行い観察 した。







れていたが,2ヵ 月後では,紡 錘形にな り,骨再
生は安定状態になると思われた。骨新生量の有意
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差を現在検討中である。
【考 察】 ラッ トにおける垂直的骨増大モデル を
確立出来た。 また,皮 質骨穿孔をしなくて もチタ
ンキャップ内面に血餅が形成され未分化間葉細胞
が骨細胞や脂肪細胞などに分化 していた。 これは,
確実なスペースメイキングがなされていることで
可能であったと考えられる。
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